 eq \o\ac(○,秘)
※【知財事務】　受領年月日：　　　　　　年 　　月 　　日　　　　　　　　　　　　　　　受領者氏名：　　　　　　　　　　　印）
別記様式１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　整理番号：【　　―　　】
年　　月　　日
国立大学法人琉球大学長　殿
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属部局：　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 職　　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 住　　所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名：         　　         　印
発　明　等　届　出  書
下記の発明等について、国立大学法人琉球大学職務発明規程第4条の規定に基づき、届け出ます。
記

１．発明等の種類　　□特許・実用新案　　□意匠　　□商標　　□品種登録
　　　　(※チェックを入れてください)
　　　 外国への出願必要性の有無　　　有　・　　無
　　　　　　※ただし、JSTからの出願費用の補助を受ける、あるいは、共同出願人による全額費用負担が原則必要です。

　


２．発明等の名称　：　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
　


３．発　明　者　※欄は適宜追加ください。
　　　　　　　　　　　　　
	
	氏　　名
	フリガナ
	所　　属
	職　　名
	寄与度　％
　（全発明者分）
	共同発明の権利持分案
（全機関合計100％）

	本学発明者
	代表発明者

	
	
	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％


	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	外部機関等発明者
	
	
	
	
	
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％


	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


　　
※共同発明の場合
　　　・出願等費用負担　　　　　　　　　　　□外部機関等が全額負担　　　　　□持ち分に応じて負担

　　

４．使用した研究費の種類
□共同研究　　□受託研究　　□補助金（科研費以外）　　□運営交付金　　□奨学寄附金　
□　科研費（種目：　　　　　　　　　　　　）　　□他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
プロジェクトコード：
プロジェクト名　　：

　　　　　

５．使用した研究設備、備品等の名称

６．発明者連絡先
	
	所属部署名・氏名
	Ｔ　Ｅ　Ｌ
	Ｅ-ｍａｉｌ　Ａｄｄｒｅｓｓ

	本学発明者（連絡先）
	
	
	

	外部機関等代表発明者
	
	
	

	外部機関等知財担当者
	
	
	



７．学会等発表予定日　　　　　　　年　　月　　日

（学会名及び場所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　
別記様式１－２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　整理番号：【　　―　　】
発明等の内容（２ページ以内）
　１．発明等に至る経緯
　２．１のうち、従来から知られている（公知の）発明部分
　３．１のうち新しい知見部分（権利化したい内容）
　４．当該発明の実用化（製品化）イメージ
　５．今後（直近）の研究予定

６．本発明のキーワード（日本語と英語）
７.従来技術との違い（先行文献・論文との違いを簡潔に記入）
※可能であれば文献等は直近のものを２～３ご提示ください

８．添付資料の有無     有　・　無

学会発表等により新規性喪失しないよう時間的余裕をもって届け出てください。　


審査には最低２ヶ月程度を要します。








